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武庫川女子大紀要（自然科学）
臨床栄養学教育に患者の視点に立った倫理観育成を 
いかに組み込むかについての試み
福　田　也寸子
（武庫川女子大学生活環境学部食物栄養学科）
Focusing on Patient Insights and Ethical Considerations  
in Clinical Nutrition Education
Yasuko Fukuda
Department of Food Sciences and Nutrition, School of Human Environmental Sciences,
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558. Japan
Abstract
In consideration of the current medical practice, clinical ethics are helpful and necessary to all medical 
staff members, including nutritionists and dietitians. However, students studying clinical nutrition have few 
opportunities to be exposed to real clinical settings or clinical training, without which they cannot understand 
the feelings and thoughts of patients．Therefore, we tried to incorporate opportunities for clinical exposure 
into administrative dietitian education, with a focus on patient insights. We have been providing diversified 
opportunities for students to participate in the clinical activities in hemodialysis clinics and to design hemo-
dialysis regimen-based diets for patients. Fortunately, these changes in motivation and focus on patient in-
sights have been well received; leading the students for 3 consecutive years to win the prize in a hemodialy-
sis dietary recipe contest which is open to the public. From the outcome of these experiences, we believe that 
practice methods exposing students in clinical nutrition courses to patient-centered ethics would be highly 
educational and useful.
緒　言
管理栄養士養成大学では，高度な専門的知識及
び技術をもった資質の高い管理栄養士の養成を図
るために，様々な教育が行われている．カリキュ
ラムが専門基礎分野と専門分野に大別され，その
中で臨床栄養学は，患者を対象に疾病の治療・回
復を促す目的で，食事療法や栄養管理法などを研
究する栄養学と位置づけられている1）．学外実習
では，臨床栄養管理に必要な技能を修得すること
をねらいに実践活動の場で直接人に接する実習が
推進されている2）．
臨床栄養学の実践の場では，対象は常に患者で
あり，さらに，近年の臨床現場では医師患者関係
が変化し，患者中心の医療へ変化してきているこ
とを周知しておかねばならない．したがって，病
院管理栄養士を目指す場合，ただ食事計画の立案，
調理など基本的な栄養管理業務が正確に実践でき
るだけでは不十分であり，患者自身の病院食に対
する所見や食事療法に向き合う心情など理解して
おく必要があろう．そのため，患者の気持ちが理
解できる管理栄養士を育成するに際して，臨床現
場での実習体験をいかに効果的に組み込むかが，
教育現場における課題の一つと言える．
現カリキュラムにおける臨地実習の位置づけ
は，学内で修得する知識・技術を栄養管理の実際
の場面に適用し，理論と実践を結びつけて理解す
ることを目的に，数週間の病院実習が組み込まれ
ている2）．しかし，実習のねらいは，病院管理栄
養士業務全体像の把握，いわゆる入院食の給食管
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理や，患者個々人の病期・病態に応じた臨床栄養
管理業務の修得が中心となっているため，患者側
に立脚した考え方を体験するという体験学習に多
くの時間が充てられているわけではない．
ところで，患者中心の医療という概念は，広く
医療の倫理のジャンルで重要なキーワードであ
る，インフォームド・コンセントの発展とともに
周知されてきた．インフォームド・コンセントと
いう見解は，20 年以上前にわが国に導入された3）．
特に近年は，我が国でも医療を取り巻く環境の変
化から，医療者自身，患者自身，その家族などが
それぞれの立場でこの言葉を真剣に思考するよう
になったことは明白である．インフォームド・コ
ンセントは，もともと北米，とくに米国において
提唱され発展してきた概念である．1960 年前後
の米国では，医師の独善的医療が横行し，医学の
進歩の過程で，必ずしも人道的といい難い実験的
医療行為が行われる実情を看過できず，法学者，
宗教家，倫理学者らが患者の人権擁護を訴え，こ
れに市民の声が呼応して社会問題にまで発展し
た．その結果，患者の医療における人権を尊重し，
医療における選択が患者の自己決定権にしたがっ
て正しくなされたかを検証する立場から，「イン
フォームド・コンセント」の単語が登場し，法理
概念として確立されたのである4）．このような社
会動勢を受けて，米国では生命現象全般を確かな
科学的な知識のうえに立ち，根本的な倫理観を議
論する学問領域としてバイオエシックスが生ま
れ，発展した5）．
インフォームド・コンセントは，患者が納得し
同意する診療と訳され，本来は医師と患者の間で
成り立つものである．しかし，現実の医療の現場
では，患者の家族だけでなく，看護師，放射線技
師，理学療法士，作業療法士ほか，患者に直接医
療を行う医療者全員と患者との間で成り立つこと
が望ましい関係として注目されている．管理栄養
士は，入院食等の栄養管理業務だけでなく，栄養
問題症例に対する栄養療法の支援など，栄養サ
ポートチーム（NST）での中心的役割が期待されて
いる．臨床における医療者の一員として機能し，
臨床栄養管理が治療に貢献する支持療法としても
つ意義を鑑みると，病院栄養士も当然，患者との
間で，インフォームド・コンセントで代表される
患者の意思の尊重という問題を熟知しておかなけ
ればならない5）．
しかし，学生が学生時代にインフォームド・コ
ンセントを包含するバイオエシックス観を広く勉
強することには限界がある．そこで，その根幹を
理解するために，課外実習の機会を活用して，患
者の立場になって自己決定権の意味を考える，患
者の身になって食事療法や栄養管理を見つめ直
す，このような観点やスキルを身につける体験が
自然で効果的ではないかと一考する．
また，医療における倫理観を身につける方法と
して有用な，ペイシェント・インサイトに着目す
ると，患者の側に立って，自分が医療者として何
をすべきなのかを insight（自分の内側を洞察）す
るという主題から意義が見出される．換言するな
らば，日常，医療者は，患者を前にして患者のた
めに働いているにも関わらず，往々に自分の目的
があるような錯覚をもって患者を置き忘れること
があり，これを諭したものであるとも言える．す
なわち学外実習の場において，患者の目線や視点
に立って考える，ペイシェント・インサイトの観
点からの学習の導入とその実践が，バイオエシッ
クス観の一般社会における育成を助けることにも
なるだろう．
患者の視点に立った倫理観の育成
期待する成果
・患者中心の医療の理解　・患者の気持ちの理解
・患者の目線・視点に立って考える力の育成
・病院栄養士像のイメージ作り
・モチベーションの向上　・倫理観の意識改革
ペイシェント・インサイトを想定した
聞き取り学習のプロセスを組み込む
患者の視点に立った臨床栄養の考え方
（倫理観育成を念頭においた教育）
臨床栄養学の課外実習の活用
そこで今回，患者の視点に立脚した倫理観の育
成を図る目的で，臨床栄養学領域で学ぶ学生を対
象に，ペイシェント・インサイトを取り入れた学
習法の一つとして，透析食を考案するという課外
実習に取り組んだ．
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対象と方法
1．対象
2011 年度から 2013 年度の間に，筆者の臨床栄
養学研究室に配属された，本学生活環境学部食物
栄養学科 4 年生 17 名（2011 年度 6 名，2012 年度
6 名，2013 年度 5 名；以下，学生たち）を対象と
した．
2．方法
学生たちが，透析クリニック（赤垣透析クリニッ
ク：大阪市天王寺区）に通院する血液透析維持療
法患者約 50 名に対し，（1）アンケート調査を実施
し，結果を分析，（2）分析結果をもとに透析食の
考案を行い，（3）考案した透析食について外部評
価を受検した．
（1）　アンケート調査
毎年テーマを設定し，テーマに沿った質問内容
を組み入れたアンケート調査を聞き取り法で実施
した．2011 年度は，「透析食の満足度と食事療法
の内容・遵守状況」（図 1），2012 年度は，「透析
患者におけるリン摂取量」，2013 年度は，「透析
患者における栄養素等に対する理解度」とした．
2012 年度に実施したリン摂取量調査では，「リン
ビンゴ：ビンゴ型カード型リン摂取量調査ツー
ル6）」（以下，リンビンゴ）を使用した．本ツール
はその場でおおよそのリン摂取量が把握できる構
造になっているものである．さらに「透析食にも
とめられる手軽さ」について追加質問した．2013
年度は，クイズ形式を取り入れ，料理を写真に収
めて患者に供覧し，エネルギー量やたんぱく質，
リン，カリウム等の栄養素等について理解度を質
問した（図 2）．さらに，「夏バテ予防策」について
も質問を追加した．
（2）　透析食の考案
アンケート調査結果をもとに，2011 年度は「海
外のお家ごはん」，2012 年度は「透析日でも食べ
られるお手軽メニュー」，2013 年度は「夏バテ予
防メニュー」を考案した（図 3）．
（3）　外部評価の受検
透析食レシピ・コンテスト：教育部門（製薬会
社主催）7）に応募し，外部評価を仰いだ．
3．倫理的配慮
臨床データの取得等については，武庫川女子大
学倫理研究審査会の承認を得て行った．また，患
者へのアンケート調査は，事前に書面による同意
書を取得後，実施した．
結　果
アンケート調査結果，並びに透析食レシピの外
部受検評価結果を示す．
（1）　アンケート調査
1）　透析食に対する満足度と食事療法の内容・遵
守状況
10 点満点法の VAS（Visual Analogue Scale）式回
答による「食事に対する満足度」の結果は，原因疾
患が糖尿病である DM 群 28 名（男性 19 名，女性
9 名：6.6 ± 3.0 点）と，糖尿病以外の NDM 群 29
名（男性 15 名，女性 14 名：7.0 ± 2.6 点）の間で
差はなく，食事療法に対する関心や遵守状況にも
差はみられなかった。
透析年数は，DM 群の方が，NDM 群より有意
に短く（DM 群 5.8 ± 3.2 年，NDM 群 13.1 ± 9.2 年，
p<0.05），血清アルブミン・ 総コレステロール値，
及びナトリウム・カルシウム・リン値は，DM 群
の方が NDM 群よりも基準値に有意に近かった
（p<0.05）．血清リン高値群 41 名（男性 24 名，女
性 17 名：血清リン値 5.6 ± 1.0mg/dl）の方が，基
準値群 16 名（男性 9 名，女性 7 名：血清リン値 3.3
± 0.9mg/dl）よりも食事療法に対する関心や遵守
状況が有意に高かった（p<0.05）．
さらに，透析導入時期が 65 歳以上である高齢
期群 11 名（男性 6 名，女性 5 名：72.5 ± 6.1 歳）と，
65 歳未満である成人期群 45 名（男性 27 名，女性
18 名：52.0 ± 11.1 歳）では，クレアチニン値は，
成人期群（10.7 ± 2.1mg/dl）の方が高齢期群（8.9 ±
2.2mg/dl）よりも有意に高かった（p<0.05）．
2）　透析患者におけるリン摂取量
リンビンゴへの回答が得られた透析患者 14 名
におけるリン摂取量は，803 ± 143mg であった．
また，これらの患者において，「お手軽な料理」の
イメージとは，「作り方が簡単」と答えた者が 7 名
（50%）と最も多く，次に「調理時間が短い」4 名
（29%）であった．
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3）　透析患者における栄養素等に対する理解度
自作透析クイズの回答が得られた透析患者 9 名
における正解率は，エネルギーに関するものでは
78%（7 名／ 9 名中），たんぱく質，リンに関する
もの 89%（8 名／ 9 名中），カリウムに関するも
の 100％（9 名／ 9 名中）であった．
夏バテのイメージは，食欲がないと回答した患
者が 11 名中 6 名（55%）と最も多く，夏になると
食べたくなる味付けは，「あっさり味」と回答した
患者が 11 名中 11 名（100%）であり，夏に使う食
材として，豚肉，生姜，豆腐，ゴーヤなどがあげ
られた．
（2）　透析食の考案
2011 年度は，スペイン料理風の「パエリア，コ
カ（スペインのピザ）」，「イベリコ豚風・鶏レバー
入り豚ミンチソテー」，「トルティージャ（スペイ
ン風オムレツ）」，「野菜マリネ」，「ワイン風グレー
プソーダゼリー」とした．
2012 年度は，「お鍋や炊飯器で簡単に作れる，
いなり寿司ごはん」，「塩麹やきとり・たれもめん
つゆを使って手作り」，「ナスの和風詰め物焼き」，
「生姜冷やしあめ寒天」とした．
2013 年度は，「夏バテ予防の青シソ，梅，ミョ
ウガの三色ご飯」，「EPA リッチ・アジの空揚げ，
夏野菜素揚げとリコピン・トマトソース添え」，「イ
ソフラボン豆腐とゴーヤのチーズお焼き」，「抗酸
化ビタミン C たっぷりのプルプル・ゼリー」とし
た．
（3）　外部評価の結果
バイエル薬品（株）が毎年実施している，全国透
析食レシピ・コンテスト（教育部門）を受検した結
果，3 年連続でグランプリを受賞した．それぞれ
の受賞理由，審査委員のコメント等は次のとおり
であった．
【2011年作品】：患者さんの思いに寄り添ったメ
ニューが安全安心に提案されている．栄養性及び
簡便性の面からも整合性がとれており，テーマに
応じた独自性が表現されている．応募作品数 61
本であった．
【2012年作品】：今年流行した調味料の塩麹を取
り入れた料理が斬新的であり，テーマ性の点にお
いて熟慮のあとがうかがえる．応募作品数 130 本
であった．
【2013年作品】：透析食特有の栄養的配慮がなさ
れている点はもとより，食材がもつ機能性成分に
着目した材料の選択は，透析食の新たな提案とし
て高く評価できる．応募作品数は 78 本，今年度
より保存期腎不全食部門が創設され，こちらへの
応募数は 57 本であり，2 分化された．
考　察
今回，臨床栄養学領域で学ぶ学生に対して，医
療における倫理観を養う目的で，ペイシェント・
インサイトの概念を取り入れた課外実習を実施し
た．血液透析患者に焦点を当て，透析患者の側に
立って患者の視点で食事療法において何が問題
で，それをどう考えればよいのかを学習するため
に，透析クリニックでの研修を計画した．
透析患者を対象にした食生活の満足度や食事療
法の内容，及びその遵守状況の結果では，血液生
化学データが，DM 群の方が NDM 群よりも基準
値に有意に近かったこと等，一般的に DM 群の
方が NDM 群よりも予後が悪いと言われているこ
とと一致し，さらに，NDM 群で栄養状態の低下
や電解質の代謝異常が起こっているのは透析が長
期にわたって行われているためであることが考察
できた．
また，血清リン値の高値群の方が基準値群より
も食事療法に対する関心や遵守状況が有意に高
かったことより，血清リン値が高値であることが
食事療法にさらに関心をもつ動機づけになってい
ることが明白となった．
さらに，血清クレアチニン値が高齢期群よりも
成人期群の方が有意に高かったことより，成人期
群では運動量の多い，QOL の高い生活が行われ
ている可能性が示された．
透析患者に対して効果的な栄養管理法を提案し
ていくためには，透析導入に至った原疾患，導入
年齢，臨床データ等を把握し，各病態に応じた栄
養教育を行っていくことが必要であり，食事療法
の動機付けには血清リン値などの活用が効果的で
あることが示された．
リンビンゴを用いた調査は，患者及び学生たち
双方が興味を示した．患者のリン摂取量を評価す
る上で，再現性・個人内変動を観察するのに有用
であり，さらに学生たちへの教育ツールとして効
果的であると考えられる．
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自作透析クイズの正解率が決して低くなかった
ことより，学生たちは，自分たちが何をなすべき
なのか，どうすれば患者の役に立つのかを考え，
食品がもつ二次的機能，機能性成分を存分に発揮
した献立を考えるに至った．これらの経緯は，感
受性豊かな年代である学生たちゆえ，患者の気持
ち・観点に強く感動を覚え，それが動機付けとなっ
て新たなメニュー提案を熟慮する機会となったも
のと考えられる．
考案したメニューは，実際の病院で提供するこ
とは困難であるため，客観的な評価を知ることを
目的に全国透析食レシピ・コンテストに応募した．
初めての応募であったが，レシピは患者団体代表
者と臨床栄養学者，腎臓専門医師らからなる審査
部門で最高賞と認められた．また次年度，次次年
度についても同様に最高賞を受賞することができ
た．
1．教育プログラムとしての外部評価受検の意義
本研究デザインで，透析食レシピ・コンテスト
への応募に取り組んだのは，管理栄養士養成大学
という対外的な環境にあって，自分たちの力がど
う評価されるのかというチャレンジ精神に加え，
さらに，患者のためと考えた結果が，どのように
評価されるかを知る目的があったからである．学
生といえども外部のオーソリティの評価を仰ぐと
いう経験は極めて貴重であり，また，その先の動
機付けに有効であろうことも期待した．仮に，入
賞を逸したとしても，大きな賞にチャレンジでき
たという学生たちの達成感が，将来のモチベー
ションにつながることが予想されたためでもあ
る．3 年間連続して応募した作品が幸いいずれも
グランプリの栄誉に浴することができた．また，
活動報告レポートを確認する限り，体験学習が学
生たちにとって将来における心の幹になり，動機
付けにつながったことは明瞭である．
2．患者との面談の必要性
病院管理栄養士の仕事は，施術や検査業務とは
異なり，直接，患者の生命に影響を与えるような
医療行為には当てはまらない．したがって，例え
ば，インフォームド・コンセントという言葉を知っ
ていても，病院で働く管理栄養士の立場で，それ
はどのような行動に反映されるべきなのか，また，
どのような場面で可能なのか，という疑問が生ま
れる．NST 活動など，治療の一環として栄養管
理を実践する以上，インフォームド・コンセント
を含めた医療の倫理観を理解しておかなければな
らないが，臨床現場の体験が無いと理解が難しい
のではないかと考える．
実際の臨床現場では，患者に栄養管理上の目標
を提案し，そして，それを楽しみに生きる気力，
治療への専念を奮起させる，そういう場面に遭遇
することがある．その際，患者を尊重し，自己決
定を促すために，場合によっては，患者の心のう
ちがわを穏和に傾聴する，繊細な心遣いや配慮が
必要になる．患者の視点で物事が考えられる力が
備わっていれば，そのような気遣いができるよう
になるに違いない．
実地の臨床栄養管理の知識や経験は，教科書や
参考書，論文の読書や暗記で得られるものではな
い．机上の座学だけで，患者に対して謙虚な気持
ちで臨むことなど容易いことではない．患者イン
タビューの技法やスキルを学ぶ以前に，患者に寄
り添ってみる必要があろう．今後は，そのような
医の倫理に関する履修科目の導入も有意義であろ
うと考える．
3．臨地実習における課題
臨地実習における実習日数は限られている．そ
のため，病院管理栄養士になりたいというモチ
ベーションの向上や，将来，臨床管理栄養士とし
て活躍する際に必要なペイシェント・インサイト
の修得が十分でないままに終わってしまうことも
あり得る．
これは，本邦における病院栄養士業務が，病院
給食という集団給食制度のなかで発展してきた経
緯があることや，さらに，栄養学教育が家政学や
食物学を中心として行われてきたため，臨床現場
での体験が少ない等の理由が考えられる．
ゆえに，日々進歩する医学，医療における新し
い知識や考え方，その対処の仕方について十分に
理解されないまま，あるいは捉え方を十分に知ら
ないまま，社会に出ることも少なくない．したがっ
て，患者の側に立ってものが考えられる力を養う
環境，臨床現場実習を増やすなどの方法がさらに
必要であろう．病床に居る患者との触れ合いや対
話などの体験をとおして，学生のときから，患者
の視点で見て考えて，そしてある程度まで患者の
内面を推し量るだけの力をつけることが必要では
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ないだろうか．
4．自主性を尊重した教育法がもたらす効果
今回，既存の臨床栄養学実習に不足している部
分の補完として，ペイシェント・インサイトの観
点を主眼にした実習を行った．ペイシェント・イ
ンサイトは，「ペイシェント・センタード：患者
中心」や，「ペイシェント・ファースト；患者第一」
とも類義語であり，患者の側に立って考えるとい
う意識改革の教育でもある．
本研究では，学生中心，学生の自主性を尊重し
たプログラムを考案して進めた．最近のマニュア
ルに慣れている学生の中には，指示や要領などが
無いと何も思いつかず，時には悩んでしまう学生
が少なくない．また，近年の少子高齢社会，核家
族化によって，高齢者と年少者の対話の機会が欠
如し，お年寄りから子どもへの昔話を通じた道徳
心の伝播が不十分となっている．
このような状況を踏まえて，学生の主体性を尊
重して進めた．行うべきことを正しく，レベルを
維持して実践するために，プログラムでは，疾患
分析と対応の観点から，事前実習から課外実習ま
でのプログラムを，筆者のこれまでの病院管理栄
養士としての臨床体験と実務経験をもとにして組
み立てた．患者の内側の洞察として，アンケート
調査は聞き取り式で，ゆっくりと時間をかけて丁
寧に実施することとし，ロールプレイの予行を繰
り返した．アンケート項目への回答を取得しなが
ら，患者は，どのようなものを食べたいと思って
おられるか，患者がどのような気持ちで食事療法
を行っておられるか，このとき，患者の苦痛を形
成する精神的重圧，食事への意欲と嗜好など，で
きるだけ細かく患者の側に立って聞き，自分なら
どう思うかという点に注目するよう指導した．
このような自主性を重んじる教育方法の成功例
として，筆者は，がんと循環器疾患の高度専門病
院において，従来の学習型の糖尿病教室（基礎編）
に加え，患者自身のペースで無理なく安全に繰り
返し実践できる体験実食型の糖尿病教室（実践編）
で経験してきた7）．
この技法では，患者の主体性を尊重し，患者は，
その場で成果を実感し得たので，自己管理意欲を
高めた．結果，実践編に継続参加した患者群にお
いて，短期効果，長期効果ともに血糖管理指標が
有意に改善した．
さらに，参画するスタッフに対して，職種や所
属の枠を取り除いたボーダレスな環境下で，受託
側の栄養士や調理師にも参加を要請し，患者と直
に接する場面を多く設定した．結果，スタッフ自
身に患者の目線や視点で物を見る目が育ち，併せ
て向上心や勉学心が芽生え，提供する糖尿病食に
オリジナリティや，バリエーションが生まれ，さ
らなる改善につながった8）．今回も，自主性を尊
重する環境設定に注力し，学生の主体性を重視し
た．そして，課題の解決策は提案・提供型で示し
た．透析クリニックでは，高齢患者が多いので昔
話や世間話，道徳心の話が話題にあがったであろ
う．その時，学生たちは高齢患者の気持ちを汲み
とって，自分たちは何をすべきかを考えて行動し，
さらなるモチベーションの向上につながったもの
と考えられる．
また，透析食レシピ・コンテストへの応募とい
う外部評価を組み入れたことで，学生のモチベー
ションはより高まった．さらに，グランプリを受
賞できたので，将来へのイメージ育成にもつな
がったものと思われる．
臨床栄養学の学習に患者の視点を取り入れた教
育法は，学生の意識改革だけでなく，学生のモチ
ベーションと将来へのイメージ育成を図り，医療
者育成プログラムの試案としても妥当性が証明さ
れるものと期待している．
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図 1　アンケート調査「透析食の満足度と食事療法の内容・遵守状況について」の一部（2011 年実施）
性別 男性・女性
透析年数 年 ヶ月
1，ここ 1週間の体調についてあてはまる所にレ印を入れて下さい。
好調 非常につらい
2，食欲
○透析の前後の食欲についてあてはまる所にレ印を入れて下さい。
ある ない
透析前
透析後
～～～～～～～～～～～～～～～～～以下，略～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
年齢 歳
透析曜日 月 火 水 木 金 土 日
出身地 都道府県 時間帯 ： ～ ：
図 2　クイズ「透析食において注意が必要な栄養素等についての理解度」の一部（2013 年実施 ）
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図 3　透析食レシピ・コンテスト受賞作品
（左から 2011 年：海外のお家ごはん，2012 年：透析日でも食べられるお手軽メニュー，2013 年：夏
バテ予防メニュー）
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武庫川女子大紀要（自然科学）
1　緒　言
小学校 6 年理科の「人のからだのつくりと働き」
の単元 1）において食べた物は口から，食道，胃，
小腸，大腸へと移動する間に消化されていくこと
を生徒は学ぶ。多くの教科書でこの単元において
唾液によりデンプンが分解されることを確かめる
実験が掲載されている。この実験は，ヒトのから
だの中において消化酵素が食物を分解して吸収さ
れていくという消化のはたらきを学習する第一歩
となる重要な単元である。しかし，この実験は生
徒が唾液を採取することをいやがり，指導に困難
が伴うことは，小学校で理科を指導した経験のあ
る者なら誰でも知っていることである。また，筆
者が教員免許更新講習で受講者に小学校理科で指
導に難しさを感じる単元を書いてもらったとこ
ろ，唾液のはたらきの実験の結果がうまくいかな
いと回答した受講者が多く存在していた。このよ
うに，この実験は生徒が唾液を抽出することをい
やがったり，安定した実験結果を得ることが難し
かったりするなど指導に困難を伴う単元であるこ
とがわかる。
このような問題点を改善する試みはいくつか行
われ，各教科書にはそれぞれ異なった実験方法が
掲載されている。教科書以外にも，様々な工夫が
行われている。例えば，渥美，笠原 2）は，チャッ
ク付きビニール袋を用いる方法を提案している。
しかし，この方法は，チャック付きビニール袋の
中の唾液を含んだ濾紙が見えてしまうため，抵抗
感の強い生徒にとっては，それを完全に払拭する
には至らない。立石 3）は，唾液を取り出す前に唾
液のすばらしさを十分に生徒に説明することと，
小学校理科における唾液のはたらきの実験方法の改善
金　子　健　治・谷　口　亜里沙
（武庫川女子大学文学部教育学科，御所市立掖上小学校）
Improvement of Experimental Methods of Function of the Saliva in 
Elementary School Science
Kenji Kaneko, Arisa Taniguchi
Department of Education, School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Wakigami Elementary School, Gosyo 639-2243, Japan
Abstract
In the science class, sixth grade students learn about the digestive function of the human body in the unit, 
“Structure and functions of the human body”. Students learn about the digestive function through the experi-
ment of starch resolution by saliva. However, this method of experiment has several problems such as stu-
dent’s resistance toward the experiment, instability of the results, and with low repeatability. Therefore, a 
better way conduct the experiment was. First, the problems of the original experiment were extracted by fol-
lowing the procedurs written in the science textbook. Then, an improved method was established in order to 
overcome those problems with the experiment. Finally the experiment was conducted by the improved meth-
od. As a result, it was found that this method was superior to the original method in terms of repeatability, 
student’s resistance, and simplicity of the experiment.
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水でうがいをするようにして唾液をビーカーに取
り出す方法を提案している。しかし，この方法は，
クラス全員分のビーカーが必要である。そのため
1 クラスで 30 個以上の 50mL ビーカーを用意す
る必要があり，一般的な小学校理科室の器具の準
備状況で実施しやすい実験方法とは言えない。
このような工夫にも関わらず，現職の小学校教
員から困難な実験の 1 つにあげられるのは，まだ
改善が十分になされていないためであると考えら
れる。
そこで，本研究では小学校でこの実験を容易に
行うことができ，結果が明瞭に出る方法を開発す
ることを目的とした。
この目的を達成するために，研究 1 としてまず
教科書に掲載されている実験方法を実際に行い，
その問題点を抽出した。研究 2 としてこれらの抽
出された問題点を解決する方法を考案し，実際に
実験を行い評価した。評価の観点は，唾液の採取
方法についての抵抗感，用具の簡易性，実験の再
現性の 3 観点とした。唾液を採取する方法の抵抗
感については，小学校でこの実験を行う時に多く
の生徒が心理的な抵抗を感じることがこの実験の
実施を困難にしているので，評価の観点とした。
実験の簡易性については小学校で行う事を考慮す
るとき，できるだけ実験用具に特別な器具を使う
ことなく，日常生活で普段使うもので十分に実験
することができるように配慮するためである。こ
こで特別な器具というのは，ビーカーや試験管の
事である。小学校ではビーカーや試験管でさえ十
分な数があるとは限らない。実験の再現性につい
て評価するのは，この実験ではしばしば再現性に
問題があるという話を多くの小学校の教員から聞
いたからである。
これらの観点を数値化し，4 段階で評価した。
抵抗感については全く抵抗感を感じなければ 4，
やや抵抗感を感じるものの殆ど抵抗感がなければ
3，抵抗感があるがそれほど大きくないものを 2，
抵抗感が大きいものを 1 とした。
実験の簡易性については全く特別な器具を使う
こと無く日常生活で用いているものや簡単に手に
入れられる器具を使って実験ができるものを 4，
一部に特別な器具を使うがほとんどが簡単に手に
入れられるもので実験できるものを 3，ほとんど
特別な器具を使う必要があるものを 2，全て特別
な実験器具を使うものを 1 とした。
実験の再現性については 3 回同じ実験を行い，
同じ実験結果が得られるものを 4，ほぼ同じ実験
結果が得られるものを 3，3 回のうち 2 回はねら
う実験結果が得られなかったものを 2，3 回とも
ねらう実験結果が得られなかったものを 1 とし
た。抵抗感と簡易性については筆者らが協議して
評価を決めた。3 つの観点で評価をし，合計を算
出してその実験方法の総合評価とした。
2　研究 1
（1）　実験方法
研究 1 では教科書に掲載されている方法を参考
にして，K 社，K 社の別法，GT 社，T 社の 4 つ
の実験方法で行った。本研究で使用したヨウ素ヨ
ウ化カリウム水溶液は 0.05mol/L よう素溶液 / 米
山薬品工業株式会社を水道水で 20 倍に希釈して
用いた。デンプン水溶液を作る時はデンプン粉（馬
鈴薯デンプン / 和光純薬工業株式会社）を用いた。
Method 1　K社の教科書に掲載されている方法 4）
・デンプン水溶液の作成方法
デンプン粉を用いて 0.2% デンプン水溶液を作
成した。
・唾液の採取方法
2cm 角に切った濾紙に唾液を含ませる。
・反応の進め方
濾紙を 2 枚用意する。2 枚のうち一方の濾紙を
口に入れ，唾液をしみこませる。もう一方の濾紙
には水をしみこませる。両方の濾紙にそれぞれ
1.5cc のデンプン水溶液をつけ，アルミニウムカッ
プの上に乗せる。40℃の湯を注いだプラスチック
Fig. 1.　Results of experiment by Method 1
Method 1 の実験結果の例を Fig. 1 に示す．
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タッパーにアルミニウムカップを浮かべあたた
め，5 分保持する。ヨウ素ヨウ化カリウム水溶液
を 3 滴滴下し，結果を観察する。
Method 2　K社の教科書に掲載されている別法 5）
・デンプン水溶液の作成方法
デンプン粉を用いて 0.2% デンプン水溶液を作
成した。
・唾液の採取方法
試験管にストローを差し込み，直接唾液を採取
する。
・反応の進め方
試験管を 2 本用意し，それぞれの試験管に 1.5cc
のデンプン水溶液を入れ，一方の試験管に，唾液
を入れ，もう一方には水を 1.5cc 入れる。2 つの
試験管を 40℃の湯に入れ，5 分間あたためる。そ
れぞれの試験管にヨウ素ヨウ化カリウム水溶液を
3 滴滴下し，結果を観察する。
Fig. 2.　Results of experiment by Method 2
Method 2 の実験結果の例を Fig. 2 に示す．
Method 3　GT社の教科書に掲載されている方法 3）
・デンプン水溶液の作成方法
ご飯と水を乳鉢に入れ，乳棒ですりつぶし，上
澄み液を使用する。
・唾液の採取方法
脱脂綿を口に含み唾液を採取してから，試験管
に 2 ～ 3 滴絞り出す。
・反応の進め方
2 本の試験管それぞれに，デンプン水溶液の上
ずみ液を 1.5cc 入れる。脱脂綿を口にふくんで，
唾液をしみこませ，1 本の試験管に 3 滴しぼり出
す。脱脂綿に水をしみこませ，もう一方の試験管
に 3 滴しぼり出す。両方の試験管を軽く振り，液
を混ぜた後，体温 36℃ぐらいの湯に 10 分間つけ 
る。両方の試験管に，ヨウ素ヨウ化カリウム水溶
液を 2 ～ 3 滴たらし，結果を観察する。
Method 4　T社の教科書に掲載されている方法 4）
・デンプン水溶液の作成方法
ご飯を木綿の布で包み，40℃のお湯の中で揉み
出し上澄み液を使う。
・唾液の採取方法
試験管にストローを差し込み，直接唾液を採取
する。
・反応の進め方
デンプン水溶液を 2 本の試験管に 1.5cc ずつ入
れる。1 本の試験管に唾液を入れる。もう一方の
試験管には何も入れない。2 本の試験管を 40℃の
湯で 10 分間温める。ヨウ素ヨウ化カリウム水溶
液に入れ，色の変化を観察する。
（2）　実験結果
以上の手順に従って実験を行い，3 つの観点で
評価をした。その結果を　Table1 にまとめて示す。
Table1.　Evaluation of each Method
Method 1 2 3 4
（
resistance
抵抗感） 3 1 1 1
（
easiness
簡易性） 4 3 3 3
（
repeatability
再現性） 3 4 3 4
（
total
総合評価） 10 8 7 8
Table 1 から Method 2 から Method 4 のうち総合
評価では，Method １が最も高い評価であること
を示す。次にそれぞれの実験方法の特徴について
述べる。
Method 1 は自分の唾液を使うことと，濾紙を
口に含み唾液を採取することで，抵抗感を少なく
して唾液を採取できる。使用する器具は，プラス
チックタッパーやアルミニウムカップなど身の回
りにある物で準備はしやすい。1 人 2 枚のアルミ
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ニウムカップを生徒に配布すれば，1 人ずつ実験
を行うことができる。また，これらの実験器具は，
生徒が誤って実験道具を落としても，割れたり破
損したりして生徒が怪我をする事がなく，安全で
あると言える。片付けにおいても，アルミニウム
カップごと捨てることができ，簡単に片付けるこ
とが出来る。しかし，この方法ではアルミニウム
カップが水に浮いているため，アルミニウムカッ
プが移動しやすく，不安定であり，傾いて水が入っ
たり，どちらのアルミニウムカップであるかわか
りにくくなったりするなどの欠点があることもわ
かった。
Method 2 は再現性について最も高い評価であ
る。また，試験管を並べることによって結果が見
やすい。準備物に関しては，理科専門の実験器具
を利用している。ガラスで出来ている道具がほと
んどであるため，安全には配慮する必要がある。
この実験は，抵抗感が評価 1 であり，問題がある。
グループで 1 つの実験を行うと，グループ中の 1
人が唾液を採取する必要がある。そのため，唾液
を出す生徒は抵抗感が大きい上に，からかいや冷
やかしを受けることも考えられる。また，教科書
には試験管に唾液を採取するためにストローを利
用すると記述されていたが，筆者らが実際にスト
ローで唾液を採取すると途中で止まってしまった
事があった。これは大きな問題である。
Method 3 は，実験の再現性については 3 であり，
ほぼ良好な結果が得られた。しかし，抵抗感の評
価は 1 である。脱脂綿を自分自身でしぼり，試験
管に 3 滴ほど入れる時に，しぼる作業に大きな抵
抗を感じる生徒がいる可能性がある。
Method 4 は，綿の布にご飯を入れ，それを
40℃の湯で揉み出し，デンプン水溶液を作る。
40℃の湯で揉み出すためには，実験をする生徒の
こぶしが入るぐらいのビーカーが必要である。こ
のように大きなビーカーは通常の小学校では用意
していない。また，乳鉢と乳棒を使う時と比べ，
多くの水とご飯が必要になる。よって，ビーカー
と木綿の布を使う場合よりも，乳鉢と乳棒を使う
ほうが手軽にデンプン水溶液を作ることが出来る
と考える。この方法が他の方法と大きく異なる点
は，木綿の布を使用することである。木綿の布と
して，ガーゼやシーツ等を利用することができる
ので，手に入りやすいものである。この実験も，
実験道具に限りがあることから，グループで活動
しなければならないため，唾液を採取する時にス
トローを使う事への抵抗感は大きい。
3　考　察
以上の結果から，これらの実験に対する抵抗感
は，唾液を採取するときに唾液が他の生徒に見え
るかどうかに大きな関わりがあると考えられる。
この点においてストローを使う方法は不適であ
る。脱脂綿に唾液を含ませる方法はストローを用
いる方法よりも抵抗感を軽減させることができる
が，脱脂綿から唾液を絞り出す作業を行うと，ま
た抵抗感が増してしまう。
次に簡易性であるが，試験管，ビーカーなどの
理科の実験器具を使うことができれば，よりはっ
きりと実験結果を見ることができる。しかし，小
学校の設備では個別実験を行うことができる程の
十分な数があるとは限らない。従って，抵抗感を
軽減するためには，身の周りのものを使って，個
別実験ができるようにした方が指導しやすくな
る。
再現性についてはストローで直接採取をした方
がより再現性が高くなる傾向にある。それは十分
な量の唾液が得られるからであると考えられる。
濾紙で行った場合は十分な量の唾液を得ることが
できないので再現性が低くなると考えられる。ま
た，脱脂綿に唾液を含ませた場合でも，そこから
絞り出された 3 滴では，安定した結果が得られな
かった。
このような問題点をふまえて実験方法の改善を
試みた。
4　研究 2
（1）　実験方法
まず，デンプン水溶液の作成方法は乳鉢にご飯
と水を入れ，乳棒ですりつぶして作成した。この
方法で十分に安定した濃度のデンプン水溶液が作
成できると考えた。また，この方法であれば，4
人 1 グループ程度の班でも 1 度に作ることができ
るので，小学校の理科設備でも十分に対応できる。
  次に唾液の採取方法は，カット綿を 1cm2 程
度に切り取り，個人の唾液を取り実験に用いた。
この方法ならば十分な量の唾液を採取することが
でき，また抵抗感をほとんど感じることはない。
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反応のさせ方は，まず，カット綿を 2 つ用意し，
1 つのカット綿に唾液を含ませて，アルミニウム
カップ上に置いた（Fig. 3）。もう 1 つのカット綿
もアルミニウムカップ上において水を 1cc 程含ま
せた。両方の脱脂綿にデンプン水溶液を 1.5cc 加
え，アルミニウムカップを小さく折りたたんだ。
この際，唾液を含ませた脱脂綿のほうのアルミニ
ウムカップに印をつけてわかりやすいようにし
た。
それぞれのアルミニウムカップをチャック付き
ビニール袋に入れた。 これは，唾液を含んだ脱
脂綿が直接見えることが無いようにして生徒の抵
抗感を軽減するためである。
次にカップ麺の容器に 40℃程度の湯をいれて
から準備されたチャック付きビニール袋を，湯に
つけた。カップ麺の容器に湯を入れるのは保温性
を高めるためである。チャック付きビニール袋が
浮いてこないように，重みのあるものを上に乗せ，
5 分間温めた。その後，チャック付きビニール袋
からアルミニウムカップを取り出し，ヨウ素ヨウ
化カリウム水溶液を 3 滴滴下し，結果を観察した。
Fig. 3.　Aluminium cup and cotton wool soaked with saliva
5　結　果
改善された方法で実験を行い，評価した結果を
Table 2 に示す。
抵抗感が 3，簡易性が 4，再現性が 4 であり，
どの観点も高い評価となった。総合評価は 11 で
あり，Method 1，2，3，4 の総合評価と比べて最
も高い評価となった。
脱脂綿に唾液を含ませ，さらにアルミニウム
カップで包んでしまうため，抵抗感はほとんど感
じられなかった。使用する道具は全て近隣のホー
ムセンターなどで購入して用いた。ビーカーや試
験管などの理科の実験器具は使用していない。
Table 2.　Evaluation of an Improved Method
Improved Method
（
resistance
抵抗感） 3
（
easiness
簡易性） 4
（
repeatability
再現性） 4
（
total
総合評価） 11
さらに再現性について確認するために 3 人の学
生（A,B,C）の協力により 3 回実験を行った。その
結果，3 人の学生は 3 回とも全てねらい通りの実
験結果であり，特に高い再現性を示した。3 人の
学生が行った実験結果の例を Fig. 4 に示す。
Fig. 4.　Results of experiment by improved Method
Ａ
Ｂ
Ｃ
Starch solution 
With salivary
Starch solution 
With water
6　考　察
改善された方法を用いると，特別な実験器具を
使うこと無く実験を行うことができた。また，再
現性は非常に高かった。抵抗感は Method 1 と同
じ程度であるが，生徒に大きな抵抗感を与えるこ
と無く実施することができる。これらの事から唾
液のはたらきの実験は小学校において実施が困難
であると言われていたが，改善された方法を用い
れば生徒の抵抗感を少なくして，再現性の高い実
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験として実施が可能であると言える。
7　研究のまとめ
本研究で改善された方法は，今まで行われてい
た方法よりも優れた実験方法であると考えられ
る。今後は，小学校の実際の授業で使い評価し，
さらに改善を試みたいと考えている。
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SHRSP・Z-Leprfa/NDmcr ラット におけるインスリン抵抗性
関与因子 Mitsugumin 53 発現の検討
池　田　克　巳・根　岸　裕　子・安　井　菜穂美
（武庫川女子大学薬学部）
The Expression of Mitsugumin 53 in SHRSP・Z-Leprfa/NDmcr
Katsumi Ikeda, Hiroko Negishi, Naomi Yasui
School of Pharmacy and Pharmaceutical Sciences, 
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya, 663-8179, Japan
Abstract
We observed changes in body weight and fat tissue organs in SHRSP・Z-Leprfa/NDmcr （SPZF） rats at 12 
and 18 weeks of age. Plasma glucose and insulin concentrations were significantly higher in SPZF than in 
WKY rats. Homeostasis model assessment-insulin resistance in SPZF was significantly higher than in WKY 
rats. MG53 protein expression in skeletal muscles from SPZF was significantly higher than that in skeletal 
muscles from WKY rats. These findings suggest that SPZF shows insulin resistance. MG53 may affect the 
development of insulin resistance in SPZF.
緒　言
肥満は先進国のみならず発展途上国でも増加
し，肥満は 2 型糖尿病，心疾患，インスリン抵抗
性，特定のがんや腎臓病など様々な疾患と関連付
けられている1，2）．世界保健機構では，メタボリッ
クシンドロームの診断基準にインスリン抵抗性・
糖代謝異常を採用し，インスリン抵抗性の動脈硬
化性疾患への関連を重要視している．インスリン
抵抗性について言えば，糖の組織への取り込みは
肝臓と筋肉組織で行われているが，糖取り込みの
70-90% が骨格筋でおこなわれているにもかかわ
らず，骨格筋におけるインスリン抵抗性のメカニ
ズムは明らかにされていなかった．近年，肝臓と
骨 格 筋 特 異 的 に 発 現 す る 酵 素 Mitsugumin 53 
（MG53）が，インスリン受容体（IR）及びインスリ
ン受容体基質 1（IRS1）の分解に関与し，インス
リンシグナル伝達を阻害した結果，耐糖能の異常
を引き起こすことが報告されている3）．
我々はすでにメタボリックシンドロームの研究
に役立つ肥満・高血圧をあわせもつラットである
SHRSP・Z-Leprfa/NDmcr （SPZF）を開発している4）．
このラットもインスリン抵抗性をもつ可能性が推
定されるため，SPZF と非肥満・正常血圧である
WKY ラットを対照に用い，筋肉組織におけるイ
ンスリン抵抗性関与因子 MG53 の発現量につい
て検討し，肥満におけるインスリン抵抗性病態進
展メカニズムを検討した．
方　法
動物：SHR 共同利用研究会（京都，日本）より，
12 及び 18 週齢雄性 SPZF，WKY 各 5 例を提供し
ていただいた．SPZF，WKY は動物施設に 1 週間
馴化させたのち使用した．本研究は武庫川女子大
学動物実験委員会の承諾をえている．体重測定後，
12 時間絶食 SPZF，WKY は麻酔後，血液を下大
静脈よりヘパリン採血した．血液は静置した後，
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遠心分離（10000rpm，室温，10 分間）により分離し，
血漿を分析まで－ 80℃のフリーザーで保存した．
内臓脂肪である副睾丸周囲脂肪重量を測定した，
また下肢骨格筋を採取し液体窒素で実験まで保存
した．
血中指標：血糖値はグルコース C Ⅱテストワ
コー（和光純薬工業株式会社，東京，日本），イ
ンスリンはラットインスリン測定キット（森永生
科学研究所，横浜，日本）にて測定した．Homeo-
stasis model assessment-insulin resistance（HOMA-
IR）は（空腹時インスリン値（U/L）×空腹時血糖値
（mmol/L）/22.5）の計算式で求めた．
MG53 蛋白測定：ウエスタンブロット法により
タンパク定量を行った．下肢筋肉組織ホモジネー
トを SDS-PAGE を行い，免疫染色 Anti-TRIM72/ 
MG53（フナコシ，東京，日本）を用いて行い，β
アクチンを対照とした．
統計処理：SPSS 統計解析を用いて ANOVA 後，
Games/ Howell 検定を行い，有意差は 0.05 以下と
した．
結　果
18 週齢 SPZF は 12 週齢に比較して有意に体重
増加を認め，副睾丸周囲脂肪も増加傾向を示した．
また 12 週齢及び 18 週齢 SPZF では，体重増加と
ともに内臓脂肪の著しい蓄積を認めた（Fig. 1）．
18 週齢 SPZF は血糖値及びインスリン濃度は
12 週齢 SPZF と比較して高い傾向を示した．また
12 週齢および 18 週齢 SPZF は高血糖・高インス
リン血症を示した（Fig. 2）．
18 週 齢 SPZF の HOMA-IR は 12 週 齢 SPZF と
比較して高い値を示した．これは 18 週齢 SPZF
では血糖値及びインスリン値が 12 週齢 SPZF よ
りも高い傾向
また HOMA-IR においても 12 週齢及び 18 週齢
SPZF ではそれぞれ同週齢 WKY と比較して高い
値を示し，インスリン抵抗性が認められた．また
18 週齢 SPZF では 12 週齢 SPZF と比較して有意
な高値を示した（Fig. 3）．
SPZF の筋肉組織における MG53 タンパク発現
は 12 週齢 WKY の発現量を 1 として相対的に評
価したところ，12 週齢及び 18 週齢 WKY と比較
してそれぞれ同週齢の SPZF では有意に増加を示
した（Fig. 4）．
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Fig.1  Body weight （A） and epidiymal adipose tissue 
（B） in SPZF at 12（12w） and 18（18w） weeks of age. 
Values are expressed as mean±SD （n=5）. **: p<0.01 
compared with WKY rats. #:p<0.05 compared with 
SPZF at 12 weeks of age.
Fig 2.  Fasten blood parameters in SPZF at 12
（12w） and 18（18w） weeks of age. （A） Glucose 
level. （B）Insulin level. Values are expressed as 
mean±SD （n=5）. *:p<0.05, **: p<0.01 compared 
with WKY rats.
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考　察
18 週 齢 SPZF の HOMA-IR は 12 週 齢 SPZF と
比較して高い値を示した．これは 18 週齢 SPZF
では血糖値及びインスリン値が 12 週齢 SPZF よ
りも高い傾向を示した結果であり，加齢とともに
インスリン抵抗性が亢進している可能性が示唆さ
れた．
MG53 は骨格筋より新規な膜タンパク質として
Cai らにより報告されている5）．近年 MG53 の発
現については筋肉のインスリンシグナルに関与し
ているとの報告があり，インスリン抵抗性に関し
てその機能が注目されている3）．SPZF では 12 及
び 18 週齢において血糖値とインスリンの上昇を
示しインスリン抵抗性を示していたが，筋肉にお
ける MG53 の発現については不明であったため
検討した．
今回の実験結果により 12 及び 18 週齢 SPZF で
は MG53 タンパク発現が同週齢の WKY と比較し
て有意に亢進していた．インスリン刺激はインス
リン受容体のリン酸化をおこし，その結果 IRS1
及び IRS2 の PI3 キナーゼ -AKT 経路を亢進する．
この経路は骨格筋のグルコースホメオスタシスを
調節する作用がある6）．Lee らは MG53 過剰発現
が IRS1 リン酸化を抑制し，非発現 MG53 組織で
はインスリンシグナルは増加し，MG53 過剰発現
ではインスリンシグナルは抑制されていることを
報告している7）．
SPZF のインスリン抵抗性は，骨格筋での亢進
した MG53 発現によりインスリンシグナル抑制
されインスリン抵抗性が認められる可能性が推察
された．今後 SPZF に認められるインスリン抵抗
性について詳細なメカニズムについて更に検討し
たい．
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生活環境学部
食物栄養学科
豆乳と発酵豆乳
福田滿
『大豆の栄養と機能性』家森幸男監修，シーエム
シー出版，東京，140-146（2014）
　乳酸発酵豆乳は豆乳よりも優れた脂質代謝改善
作用を示す．アグリコン化率の高いイソフラボン
を含む乳酸発酵豆乳の血中コレステロール低下作
用，脂肪肝予防作用，内臓脂肪蓄積防止作用を解
説した．
Isoflavone and protein constituents of lactic acid- 
fermented soy milk combine to prevent dyslipid-
emia in rats fed a high cholesterol diet
Kobayashi, M., Egusa, S. and Fukuda , M.
Nutrients, 6, 5704-5723 （2014）
　高コレステロール食を摂取したラットの脂質異
常症予防作用が乳酸発酵豆乳に認められるが，そ
の作用は大豆イソフラボンと大豆たんぱく質の協
同作用であることを脂質代謝関連遺伝子の発現調
節作用から明らかにした．
スエヒロタケの発酵能による昆布および鰹節だし
がらを用いた調味料素材の開発
梶野美紀，田畑麻里子，松井徳光
日本きのこ学会誌，22（2）：69-73（2014）
　スエヒロタケの発酵能による昆布および鰹節だ
しがらを用いた調味料素材の開発が可能であるこ
とを明らかにした．
スエヒロタケを利用した血合粉だしがらからのヘ
ム鉄素材の開発
梶野美紀，田畑麻里子，松井徳光
日本きのこ学会誌，22（2）：86-89 （2014）
　スエヒロタケの発酵能を利用した血合粉だしが
らからのヘム鉄素材の開発が可能であることを明
らかにした．
急性期脳血管疾患患者の嚥下機能改善に影響を及
ぼす因子の検討
山田恵理子，西村智子，山中英治，鞍田三貴
日摂食嚥下リハ会誌 18（2）：141-149（2014）
　患者の意欲が嚥下機能改善に関係するかアパ
シースケールを用いて検討した．脳血管疾患 39
例の嚥下機能改善群・不変低下群に分類した．2
群間の入院時の年齢，主疾患，脳卒中既往の有無，
ADL，四肢麻痺の有無，JCS，血液検査値に差は
なく，消化管使用までの日数，ST 介入までの日数，
誤嚥性肺炎の有無，うつスコアにも差は見られな
かった．
　ロジスティック回帰分析により嚥下機能改善に
関係する因子は，入院時 BMI と ST 介入時の意
欲であった．
将来に向けて，食・栄養をどう捉え，日本臨床栄
養協会はどう動くか（総説）
橋詰直孝，小沼富男，多田紀夫，鞍田三貴
New Diet Therapy 30（1）：3-14（2014）
　日本臨床栄養協会のこれまでの功績と，将来に
繋げるための新春座談会記録
Association of Pulse Pressure with Serum TNF-α
and Neutrophil Count in the Elderly
Eriko Yamada, Mika Takeuch, i Miki Kurata, Tsutomu 
Kazumi, Keisuke Fukuo
Journal of Diabetes Research Vol.2014, Article ID 
972431, 7pages 
　2 型糖尿病と炎症マーカーの危険因子として知
られる脈拍の断面関係を 150 人の地域在住高齢女
性のうち高血圧を有する人 79 人（52.7％）で調査
本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
（自然科学系）
2014 年 1 月～ 2014 年 12 月
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した．
　地域在住高齢女性の好中球，インスリン抵抗性，
高値 TNF-αと高い脈拍は独立した関係であるこ
とが実証され，インスリン抵抗性と慢性の軽度炎
症は，高血圧を有する高齢女性の 2 型糖尿病と高
い脈拍を部分的に関連づけていると示唆される．
The impact of nutrition and glucose intolerance on 
tuberculosis development in Japan.
Seiji Hayashi, Mika Takeuchi, Kazuyoshi Hatsuda, 
Kanako Ogata, Miki Kurata, Tamaki Nakayama, Yukio 
Ohishi, and Hideji Nakamura
INT J TUBERC LUNG DIS, 18（1）：84-88（2014）
　TB is decreasing favorably; however, Japan is still 
categorized as an intermediate-burden country. In this 
regard, we aimed to identify the metabolic and nutri-
tional state risk factors for the development of TB.In 
Japan, the development of TB is still associated with 
iGT and malnutrition.
Initiation of protein association in tofu formation 
by metal ions
Yasuhiro Arii and Yasuyuki Takenaka
Biosci. Biotechnol. Biochem., 78：86-91 （2014）
　豆腐の形成において二価金属イオンがタンパク
質会合を引き起こす開始因子であることを示し
た．金属種を変えた際に明らかとなったタンパク
質沈殿形成の中点濃度と各金属イオンが EDTA
と錯体形成する際の結合定数の間に高い相関性が
あることを証明した．EDTA はカルボキシ基を分
子内に 4 個持ち，二価金属イオンはタンパク質上
のカルボキシ基と結合するとされており，両者に
相関性があることを示すことで，豆腐形成におけ
る二価金属イオンの役割が明確となった．
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薬　学　部
An inverse association between magnesium in 24-h 
urine and cardiovascular risk factors in middle-
aged subjects in 50 CARDIAC Study populations. 
Yamori, Y., Sagara, M., Mizushima, S., Liu, S., Ikeda 
K. and Nara Y.,
Hypertension Research, in press, （2014） 
　CARDIAC 研究で 24 時間尿中 Mg/Cre 比が高い
ことが循環器疾患病のリスクの低減につながるこ
と発見した．
SHRSP・Z-Lepr fa/NDmcrラット におけるインス
リン抗性関与因子Mitsugumin 53の検討．
池田克巳，根岸裕子，安井菜穂美
武庫川女子大学紀要，62，in press, （2014）
　SHRSP・Z-Lepr fa/NDmcr ラットのインスリン
抵抗性の原因の一つは，骨格筋での亢進した
MG35 発現がインスリンシグナル抑制を示すこと
が推察された．
緑茶カテキンの血圧上昇抑制作用．
池田克巳，根岸裕子
Functional Food. Vol. 8, No1. p21-25, （2014）
　緑茶カテキンのヒトへの血圧上昇抑制作用に関
しての総説．
Development of an assay method to search for com-
pounds inhibiting stress-enhanced allergy.
Ishiguro, K., Okumura, M., Miyawaki, M. and Oku, 
H., 
Planta Medica, 80, 2020 （2014）
　ストレスが関与して悪化，再発するアレルギー
疾患に対する治療物質を天然資源より探索するた
めの独自のアッセイ法を確立した．
Mechanism of the purgative action of multiﬂorin A.
Oku, H., Abe, M., Maruyama, K., Yagi, T. and Ishigu-
ro, K.,
Planta Medica, 80, 2055 （2014）
　マルチフロリン A の瀉下発現に関与する小腸
の機能性タンパク質の一つとして，カルレチクリ
ンの存在を明らかにした．
Development of Environmental Control Method for 
Production of High Quality Hedyotis diffusa. 
Higashiuchi, K., Hisano, M., Nakano, K., Uno, Y. , 
Kuroki, S., Ishiguro, K., Oku H. and Itoh, H.,
Proceeding of the International Conference on Plant 
Factory 2014, A19 （2014）
　薬用植物の白花蛇舌草の植物工場での栽培化の
条件確立を目的に，光条件による主成分イリドイ
ド含量に与える影響を検討した．
白花蛇舌草の栽培環境制御技術の開発
中野かおり，伊藤博道，宇野雄一，黒木信一郎，
久野正貴，石黒京子，奥尚枝
農業機械学会関西支部報，116，34，（2014）
　薬用植物として高品質な白花蛇舌草を植物工場
で栽培するための環境条件の確立を目的に，光条
件が主薬効成分イリドイド含量に与える影響を検
討した．
Isoquercitrin activates the AMP–activated protein 
kinase （AMPK） signal pathway in rat H4IIE cells. 
Zhou, J., Yoshitomi, H., Liu, T., Zhou, B., Sun, W., 
Qin, L., Guo, X., Huang, L., Wu1, L. and Gao M.,  
BMC Complement Altern Med., 14, 42 （2014）
　本研究にはラットの肝癌細胞 H4 Ⅱ E において
Isoquercitrin の脂肪沈積を抑制することを証明し，
その作用メカニズムについては Isoquercitrin の
AMP–activated protein kinase （AMPK） signal path-
way を活性化させることが示唆された．
植物性酵素食品の抗糖尿病作用に関する臨床研究
柴田勝，武内徹郎，山本肇，美馬博史，松尾龍彦，
小林征子，三浦俊宏，高明
東方医学，29（4），1-6（2014）
　本研究には，糖尿病患者に穀物発酵食品 E-
zyme を 3 か月間投与した結果，患者の体重，血
糖値，HbA1c 値が有意に低下した．植物性酵素
食品の糖尿病改善効果を証明された．
グァバ（Psidium guajava）葉抽出物のメタボリック
シンドロームに対する予防・改善効果
吉富久恵，高明
第 16 回在日中国人生命科学協会年会論文集，
P26-27, （2014）
　本研究は動物モデル，細胞モデルにおいてグァ
バ 葉抽出物の脂肪細胞分化抑制による抗肥満効
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果，糖代謝改善，血圧上昇抑制効果などを証明し
たうえに，更にその作用メカニズムを検討した．
Cyclocarya paliurus leave extracts regulates adipo-
cyte function and protects against obesity and insu-
lin resistance. 
Li, L., Yoshitomi, H., Liu, T. and Gao, M., 
第 16 回在日中国人生命科学協会年会論文集，
P34-36,（2014）
　本研究はメタボリックシンドローム動物モデル
である SHR-CP ラットにおいて青銭柳葉抽出物の
体重増加抑制，体脂肪率減少及びインスリン抵抗
性や耐糖能改善が証明された．さらに 3T3 脂肪
細胞モデルを用いその作用メカニズムを分析し
た．
Induction of cyteine-rich motor neuron 1 mRNA 
expression in vascular endothelial cells 
Nakashima, Y. and Takahashi, S., 
Bicheml.Biophys. Res. Commun., 451, 235-238 （2014）
　血管内皮細胞における CRIM1 遺伝子発現には，
血管新生因子 VEGF と管腔形成環境コラーゲン
ゲルの両者が必要なこと，細胞内情報経路に
ERK と FAK の関与が示唆された．
 
Role of lipid raft components and actin cytoskele-
ton in ﬁbronectin-binding, surface expression, and 
de novo synthesis of integrin subunits in PGE2- or 
8-Br-cAMP-stimulated mastocytoma P-815 cells.
Okada, Y., Nishikawa, J., Semma, M. and Ichikawa, 
A., 
Biochem. Pharmacol., 88, 364-371 （2014） 
　インテグリン・IIbβ3 および・vβ3 を接着分子
とする P-815 細胞の PGE2 刺激 FN との接着反応
において，脂質ラフト成分とアクチンはインテグ
リンの active conformation を維持し，細胞接着を
誘起するが，細胞表面におけるインテグリン発現
量，mRNA およびタンパク質の発現量には影響
しなかった．
Histamine synthesis is required for granule matu-
ration in murine mast cells.
Nakazawa, S., Sakanaka, M., Furuta, K., Natsuhara, 
M., Takano, H., Tsuchiya, S., Okuno, Y., Ohtsu, H., 
Nishibori, M., Thurmond, RL., Hirasawa, N., Nakaya-
ma, K., Ichikawa, A., Sugimoto, Y. and Tanaka, S.,
Eur J Immunol., 44（1）, 204-214（2014）
　ヒスタミン合成酵素（HDC）欠損マウスのマス
ト細胞では，顆粒成熟異常と酵素（プロテアーゼ，
ヘパリン）遺伝子発現低下を発見し，そのメカニ
ズムは HDC 遺伝子が顆粒成熟に関わる遺伝子発
現を制御する可能性を示唆した．
A mollusk retinoic acid receptor （RAR） ortholog 
sheds light on the evolution of ligand binding. 
Gutierrez-Mazariegos, J., Madendla ,E. K., Lima, D., 
Pierzchalski, K., Jones, J. W., Kane, M., Nishikawa, J., 
Hiromori, Y., Nakanishi, T., Santos, M. M., Castro, L. 
F., Bourguet, W., Schubert, M. and Laudet V.,
Endocrinology, 155, 4275-4286 （2014）
　軟体動物である巻貝類からレチノイン酸受容体
に相同性の高い遺伝子をクローニング後，その機
能を解析し，分子進化について考察した．
Different expression patterns of hepatic cytochrome 
P450s during anaphylactic or lipopolysaccharide-
induced inﬂammation. 
Moriya, N., Kataoka, H., Fujino, H., Nishikawa, J. and 
Kugawa F.,
Pharmazie, 69, 142-147 （2014）
　アナフィラキシーやリポ多糖刺激による免疫系
の活性化が，薬物代謝酵素のシトクロム P450 の
発現に影響を与えることを明らかにした．
Dynamics of the heme-binding bacterial gas sensing 
dissimilative nitrate respiration regulator （DNR） 
and activation barriers for ligand binding and es-
cape.
Lobato, L., Bouzhir-Sima, L., Yamashita, T., Wilson, 
M. T., Vos, M. H. and Liebl, U.,
J. Biol. Chem., 289, 26514-26524 （2014）
　新規ガスセンサータンパク質である DNR に関
して，転写調節因子である CooA との比較により，
その機能発現に関わるヘムへのガス結合性を，時
間分解スペクトルを用いて同定した．その結果，
ニトロシル化されたヘムが存在するときに転写因
子として機能することを見出し，また NO や CO
の結合においてヘムポケット内での動きをエネル
ギー的に同定した．
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Development of an anti-claudin-3 and -4 bispeciﬁc 
monoclonal antibody for cancer diagnosisand ther-
apy.
Li, X., Iida, M., Tada, M., Watari, A., Kawahigashi, Y., 
Kimura, Y., Yamashita, T., Ishii-Watabe, A., Uno, T., 
Fukasawa, M., Kuniyasu, H., Yagi, K. and Kondoh, 
M.,
J. Pharmacol. Exp. Ther., 351, 206-213 （2014） 
　Claudin-3 および -4 は腫瘍で過剰発現している
ことが知られており，特異的に結合するものは，
腫瘍の診断や治療に用いることができる可能性を
秘めている．今回，抗体 xi5A5 を作製して clau-
din への結合性などを検討した結果，claudin-3 や
claudin-4 には結合するが，それ以外も claudin へ
の結合性がなく，今後の応用へ期待出来る結果を
得ることに成功した．
Ferric human neuroglobin scavenges superoxide to 
form oxy adduct.
Yamashita, T., Hafsi, L., Masuda, E., Tsujino, H. and 
Uno T.,
Chem. Pharm. Bull. （Tokyo）, 62, 613-615 （2014）
　ヘモグロビンと同じグロビンタンパク質の 1 つ
である Ngb の機能について，スーパーオキシド
を結合させてその消去能などを検討した結果，ヘ
ム鉄の酸化状態を変化させることで活性酸素消去
を行う可能性や，その機能発現には分子内ジスル
フィド結合が関与していることを見いだした．ま
た得られた地圏を基に，生体内でのモデル提唱を
行った．
Disulfide bonds regulate binding of exogenous li-
gand to human cytoglobin.
Tsujino, H.*, Yamashita, T.*, Nose, A., Kukino, K., 
Sawai, H., Shiro, Y. and Uno, T., （*: The authors con-
tributed equally）
J. Inorg. Biochem., 135, 20-27 （2014）
　Cgb の活性酸素などに関わる機能の発現には，
環境を認識するための機構が必要である．研究で
はジスルフィド結合に着目し，多量体を単離する
ことや変異体を調製することで，分子内のジスル
フィド結合の有無が Cgb の機能発現において重
要であることを同定し，シミュレーションなどと
合わせて，その構造的な知見を報告した．
Effect of cytochrome P450 2C19 and 2C9 amino 
acid residues 72 and 241 on metabolism of tricyclic 
antidepressant drugs.
Attia, T. Z.*, Yamashita, T.*, Hammad, M. A., Hayas-
aki, A., Sato, T., Miyamoto, M., Yasuhara, Y., Naka-
mura, T., Kagawa, Y., Tsujino, H., Omar, M. A., Ab-
delmageed, O. H., Derayea, S. M. and Uno T.,（*: The 
authors contributed equally）
Chem. Pharm. Bull. （Tokyo）, 62, 176-181 （2014）（※
雑誌の表紙に採用）
　酸性の薬物と塩基性の薬物をそれぞれ主に代謝
する CYP2C9 と 2C19 に着目し，91% の相同性の
中でも異なる 43 アミノ酸残基のうち，重要と考
えられる二つの残基にそれぞれ変異を導入して活
性や結合性への影響を測定した結果，固有の薬物
の認識に関わるアミノ酸を同定するに至った．
飲酒と健康－アルコール体質検査と飲酒の功罪
Health and Drinking: Genotyping for Alcohol Re-
lated Genes, and Merits and Demerits of Drinking.
林田真梨子・木下健司
日本醸造協会誌 第 109 巻 1 号，2-10.
　アルコール体質検査と飲酒習慣との相関性並び
に飲酒による病気・事故などについて論評し，未
成年者飲酒防止に関する啓蒙活動などを紹介して
いる．
High Performance and Straightforward Genotyp-
ing of the Cytochrome P450 2C9 （CYP2C9） and 
Vitamin K Epoxide Reductase Complex Subunit 1 
（VKORC1） Polymorphisms.
Ota, T., Hayashida, M., Iwao-Koizumi, K., Murata, S. 
and Kinoshita, K.,
Journal of Pharmaceutical Health Care and Sciences, 
40, 402-408 （2014）
　作業効率と精度の高い薬剤代謝酵素遺伝子の検
査技 術を開発し，千人規模でのポピュレーショ
ン解析を行った．
Direct detection of single nucleotide polymorphism 
（SNP） by the TaqMan PCR assay using dried sali-
va on water-soluble paper and hair-roots, without 
DNA extraction.
Hayashida, M., Ota, T., Ishii, M., Iwao-Koizumi, K., 
Murata, S. and Kinoshita, K.,
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Anal Sci., 30, 427-429 （2014）
　従来不可能であった濾紙片や生体サンプルを直
接入れた反応液での Taqman PCR 検出を，水溶紙
や一定の長さの髪の毛を用いることで可能にし
た．
Long PCR-based genotyping for a deleted CYP2D6 
gene without DNA extraction.
Ota, T., Hayashida, M., Ishii, M., Iwao-Koizumi, K., 
Murata, S. and Kinoshita, K., 
Drug Metabolism and Pharmacokinetics, 29, 283-285 
（2014）
　薬物代謝に関わる遺伝子変異のうち，CYP2D6
の欠失 変異は数キロ塩基対におよぶ Long PCR 反
応が必要であり，作業の煩雑さと判定率の低さが
問題であった．本論文では，精製していない
DNA からでも高効率で判定可能な実験方法を確
立できたことで，臨床応用可能となった．
Synthesis and evaluation of （－）- and （+）-［11C］
galan- thamine as PET tracers for cerebral acetyl-
choline- esterase imaging.
Kimura, H., Kawai, T., Hamashima, Y., Kawashima, 
H., Miura, K., Nakaya, Y., Hirasawa, M., Arimitsu, K., 
Kajimoto, T., Ohmomo, Y., Ono, M., Node, M. and 
Saji, H.,
Bioorg. Med. Chem., 22, 285-291 （2014）
　11C 標識したアルツハイマー病治療薬ガランタ
ミンとそのエナンチオマーを合成し，その PET
プローブとしての有用性を評価した．
Synthesis and evaluation of 18F-labeled mitiglinide 
derivatives as positron emission tomography trac-
ers for β-cell imaging.
Kimura, H., Matsuda, H., Fujimoto, H., Arimitsu, K., 
Toyoda, K., Mukai, E., 
Nakamura, H., Ogawa, Y., Takagi, M., Ono, M., Ina-
gaki, N. and Saji, H.,
Bioorg. Med. Chem., 22, 3270-3278 （2014）
　経口血糖降下薬であるミチグリニドを基本骨格
とした 18F 標識誘導体を合成し，膵β細胞を標的
とする分子イメージング剤としての有用性を評価
した．
新たな生体適応型の連結反応を利用する非侵襲的
生物発光イメージング .
有光健治
ファルマシア，50，163（2014）
　生体試料中でも利用できるスプリットルシフェ
リン連結反応を用いた in vivo 腫瘍イメージング
に関する論文について紹介した．
Studies on the oxidative cyclization of 3-hydroxyal-
kyl-1,2,4-trialkoxynaphthalenes and synthetic ap-
plication for the biologically active natural com-
pound rhinacanthone.
Ogata, T., Sugiyama,Y.,Ito,S.,Nakano,K., Torii, E., 
Nishiuchi, A. and Kimachi,T.,
Tetrahedron, 70, 502-509（2014）
　3- ヒドロキシアルキル -1,2,4- トリアルキルナ
フタレンの硝酸アンモニウムセリウム（CAN）を
用いた酸化的環化反応について，反応機構に関す
る研究を行った．
Desilylative Carboxylation of Aryltrimethylsilanes 
Using CO2 in the Presence of Catalytic Phosphaze-
nium Salt.
Yonemoto-Kobayashi, M., Inamoto, K. and Kondo,Y.,
Chem.Lett.,, 43, 477-479（2014）
　ホスファゼニウム塩を用いるアリールトリメチ
ルシラン化合物の「脱シリル化－二酸化炭素固定
化」プロセスを利用した，簡便なアリールカルボ
ン酸合成法を確立した．
Diversity-oriented synthesis of caroverine deriva-
tives via TEMPO-promoted aerobic oxidative C-N 
bond formation.
Kobayashi,Y., Suzuki, Y., Ogata, T., Kimachi, T. and 
Takemoto, Y., 
Tetrahedron Lett., 55, 3299-3301 （2014）
　筋弛緩作用などを有する化合物 Caroberine とそ
の誘導体の簡易合成法を開発した．
Development of novel PET probe ［11C］（R,R）
HAPT and its stereoisomer ［11C］（S,S）HAPT for 
vesicular acetylcholine transporter imaging: A PET 
study in conscious monkey.
Nishiyama,S.,Ohba,H.,Kobashi,T.,Nakamasu,Y.,Naka
o,H.,Ogata,T.,Kitashoji,T. and Tsukada,H.,
Synapse, 68, 283-292（2014）
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　小胞性アセチルコリントランスポーター
（VAChTs）を特異的に画像化する新規 PET 用プ
ローブ［11C］（R, R）HAPT を開発し，in vivo 評価
を行った．
Direct Condensation of Functionalized sp3 Carbons 
with Formanilides for Enamine Synthesis Using an 
in situ Generated HMDS Amide Catalyst.
Taneda, H.,Inamoto,K. and Kondo,Y.,
Chem. Commun., 50, 6523-6525（2014）
　トリメチルシリルアミンと触媒量のセシウムフ
ルオリドから系内で発生する HMDS アミド塩基
を用いることで，官能基化されたエナミン類が簡
便に合成できることを見出した．
Hg2+-Trapping Beads: Hg2+-Specific Recognition 
through Thymine-Hg（II）-Thymine Base Pairing.
Kuriyama,M.,Haruta,K.,Dairaku,T.,Kawamura,T.,Kik
kawa,S.,Inamoto,K.,Tsukamoto,H.,
Kondo,Y.,Torigoe,H.,Okamoto,I.,Ono, A.,Morita,E.-H. 
and Tanaka, Y.,
Chem. Pharm. Bull., 62, 709-712 （2014）
　オリゴチミジン側鎖を有するポリスチレンビー
ズを合成し，それが水銀イオン補足剤として有効
に機能することを見出した．
Use of Tetramethylammonium Fluoride （TMAF） 
and Alkali Metal Alkoxides as an Activator for Cat-
alytic Deprotonative Functionalization of Hetero-
aromatic C（sp2）–H Bonds.
Inamoto, K., Okawa, H., Kikkawa, S. and Kondo, Y.,
Tetrahedron, 70, 7917-7922（2014）
　TMAF またはアルカリ金属アルコキシドを活
性化剤として用いることで，オニウムアミド塩に
よる芳香族脱プロトン化が円滑に進行し，ケトン
やアルデヒドなどの求電子剤との付加体が収率よ
く得られることを見出した．
Chiral separations: Liquid chromatography. 
Haginaka, J.,
Jan Reedijk ed. Reference Module in Chemistry, Mo-
lecular Sciences and Chemical Engineering, Elsevier, 
Oxford, 1-7 （2014）.
　液体クロマトグラフィーによるキラル分離につ
いて解説した．
Chiral separations: Protein stationary phases. 
Haginaka, J.,
Jan Reedijk ed. Reference Module in Chemistry, Mo-
lecular Sciences and Chemical Engineering, Elsevier, 
Oxford, 1-14 （2014）.
　タンパク質をキラルセレクターとして用いたキ
ラル分離について解説した．
Development and validation of a sensitive GC-MS 
method for the determination of alkylating agent, 
4-chloro-1-butanol, in active pharmaceutical ingre-
dients.
Harigaya, K., Yamada, H., Yaku, K., Nishi, H. and 
Haginaka, J.,
Chem. Pharm. Bull., 62, 395-398 （2014）．
　医薬品有効成分中の遺伝毒性不純物である
4-chloro-1-butanol の定量のための高感度ガスクロ
マトグラフィー－質量分析法を開発した．
アンケートと唾液中ストレスマーカーによる鍼灸
整骨施術効果定量化の試み
松野純男，池田智絵，渡邉一臣，中村良平，高松
花絵，萩中淳，松山賢治
薬学雑誌，134，655-663 （2014）.
　心理指標（アンケート）および生体指標（アミ
ラーゼ，s-IgA）から鍼灸整骨施術効果の定量化が
可能であることを明らかにした．
Novel sensitive determination method for alkylat-
ing agent 4-chloro-1-butanol in active pharmaceuti-
cal ingredients by LC-ICP-MS employing iodo de-
rivatization.
Harigaya, K., Yamada, H., Yaku, K., Nishi, H. and 
Haginaka, J.,
Anal. Sci., 30, 377-382 （2014）.
　医薬品有効成分中の遺伝毒性不純物である
4-chloro-1-butanol の定量のためのヨウ素誘導体化
を用いる新規 LC- 誘導結合プラズマ質量分析法
を開発した．
Sensitive quantitation of residual phenylhydrazine 
in active pharmaceutical ingredients by LC-ICP-
MS with iodo derivatization. 
Harigaya, K., Yamada, H., Yaku, K., Nishi, H. and 
Haginaka, J.,
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Anal. Sci., 30, 845-850 （2014）.
　医薬品有効成分中の遺伝毒性不純物であるフェ
ニルヒドラジンの定量のためのヨウ素誘導体化を
用いる LC- 誘導結合プラズマ質量分析法を開発
した．
Separation of enantiomers on chiral stationary 
phase based on chicken α1-acid glycoprotein: ef-
fect of silica particle diameters on column perfor-
mance.
Matsunaga, H. and Haginaka, J.,
J. Chromatogr., 1363, 96-100 （2014）.
　ニワトリα1- 酸性糖タンパク質を固定化したキ
ラル固定相による光学分割におけるシリカ粒子径
のカラム性能に対する影響について検討した．
Maintenance of luminal pH and protease activity in 
lysosomes/late endosomes by vacuolar ATPase in 
chlorpromazine-treated RAW264 cells accumulat-
ing phospholipids.
Hamaguchi, R, Haginaka, J, Tanimoto, T. and Kuroda, 
Y.,
Cell Biol. Toxicol., 30, 67-77 （2014）
　塩基性両親媒性薬物のリソソームへの集積が，
リソソームの pH と酵素活性に影響を与えないこ
とを実証した．
Phospholipid-Modified ODS Monolithic Column 
for Afﬁnity Prediction of Hydrophobic Basic Drugs 
to Phospholipids.
Kuroda, Y, Hamaguchi, R. and Tanimoto, T.,
Chromatographi,, 77, 405-411 （2014）
　リン脂質修飾 ODS カラムのモノリス化によっ
て塩基性薬物の膜親和性の高速評価が可能である
ことを実証した．
Putative biomarker for phospholipid accumulation 
in cultured cellstreated with phospholipidosis-in-
ducing drugs: Alteration of thephosphatidylinositol 
composition detected using high-performanceliquid 
chromatography-tandem mass spectrometry.
Hamaguchi, R, Tanimoto, T. and Kuroda Y.,
J. Chromatogr., B, 967, 110-117 （2014）
　薬剤誘発性リン脂質症の新しいバイオマーカー
を探索し，ホスファチジルイノシトールがマー
カーとなる可能性をもつことを示した．
Bitterness evaluation of acidic pharmaceutical sub-
stances （NSAIDs） using a taste sensor.
Yoshida, M., Haraguchi, T. and Uchida, T.,
Chem. Pharm. Bull., 62（12）, 1252-1258 （2014）
　酸性医薬品である 9 種類の非ステロイド性薬剤
を対象に，味覚センサにより定量的に苦味を予測
し，苦味予測が可能であることを明らかにした．
The angiogenic effect of ONO-1301, a novel long-
acting prostacyclin agonist loaded in PLGA micro-
spheres prepared using different molecular weights 
of PLGA, in a murine sponge model.
Hazekawa, M., Morihata, K., Yoshida, M., Sakai, Y. 
and Uchida, T.,
Drug. Dev. Ind. Pharm., 40（11）, 1435-1442 （2014）
　ONO-1301 含有 PLGA マイクロスフェア局所投
与後の血管新生作用を，薬物血中薬物濃度－時間
曲線，製剤の局所滞留性，ヘモグロビン値より評
価した．
Evaluation of ebastine-loaded orally disintegrating 
tablets using new apparatus of detecting disintegra-
tion time and e-tongue system.
Haraguchi, T., Yoshida, M. and Uchida, T.,
J. Drug. Del. Sci. Tech., 24（6）, 684-688 （2014）
　エバスチン含有口腔内崩壊錠 5 製剤について硬
度測定，崩壊時間測定，味覚センサ測定に基づく
ユークリッド距離より総合的な服用性の評価を
行った．
Prediction of the stability of octreotide in a mixed 
infusion.
Takasu, Y., Yoshida, M., Shimizu, K., Asahara, K., 
Tange, M. and Uchida, T.,
Chem Pharm Bull., 62（4）, 316-321 （2014）
　オクトレオチド注射剤を各種アミノ酸輸液に混
合時の薬剤安定性を予測するための式を誘導し，
各種条件での予測値と実測値の一致を確認でき
た．
Comprehensive evaluation of palatability for com-
mercial medicine by taste sensing system.
Uchida, T.,
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Yakugaku Zasshi, 134（3）, 317-323 （2014）
　アミノ酸や各種医薬品を対象に，その物理化学
的性質と味覚センサによる推定苦味強度との関係
について定量的な考察を行った．
人工唾液を用いた市販ドネペジル塩酸塩口腔内崩
壊錠の崩壊性評価Ⅱ
櫨川舞，原口珠実，吉田都，内田享弘
医学と薬学，71（3），437-447 （2014）
　市販ドネペジル塩酸塩含有口腔内崩壊錠 9 品目
を対象に，人工唾液滴下法により経時的に錠剤体
積残存率を算出することで定量的に崩壊性を評価
した．
味覚センサを用いたガストログラフインの味評価
と飲料混合時の味変化の予測
内田享弘，原口珠実，吉田都
Prog. Med., 34 （12）, 2195-2200 （2014）
　消化管造影剤であるガストログラフインの不快
な味は，コーヒーまたはココアと同時服用するこ
とで改善されうることを味覚センサ測定より予測
した．
リドカインうがい液が味覚に与える影響
向井淳治，徳山絵生，宮武望，小野原美由来，豊
田和，原口珠実，内田享弘
癌と化学療法，41（11），1413-1416 （2014）
　抗がん剤使用時に頻発する口内炎に適用される
リドカインうがい液は，その苦味のために，使用
後に患者の味覚閾値を上昇させることを明らかに
した．
フレイルと薬剤
内田享弘，原口珠実
『フレイル　超高齢社会における最重要課題と予
防戦略』（葛原雅文，雨海照祥編），
医歯薬出版，東京，106-109 （2014）
高齢者では，生理機能低下が生じ易く，そのため
睡眠薬では転倒，α-グルコシダーゼ阻害薬では
腸閉塞を起こす危険性があることを警鐘した．
製剤開発における物性評価
内田享弘，吉田都
『薬剤学実験法必修マニュアル（物理薬剤学）』
（日本薬剤学会出版委員会編），
南江堂，東京，228-237 （2014）
　医薬品の苦味評価の一つの手法として味覚セン
サの原理，甘味または酸味による苦味マスキング
評価の実験手技・データ解析について詳述した．
Enzymatic and structural characterization of an 
archaeal thiamin phosphate synthase.
Hayashi, M., Kobayashi, K., Esaki, H., Konno, H., 
Akaji, K., Tazuya, K., Yamada, K., Nakabayashi, T. 
and Nosaka K.,
Biochim Biophys Acta, in press, （2014）
　古細菌の ThiN タンパク質がチアミンリン酸合
成酵素であることを証明し，酵素学的解析とホモ
ロジーモデリングによって反応機構を考察した．
High glucose level promotes migration behavior of 
breast cancer cells through zinc and its transport-
ers.
Takatani-Nakase, T., Matsui, C., Maeda, S., Kawahara, 
S and Takahashi K.,
PLoS One. 28, 9（2）, e90136 （2014）．
　高濃度グルコースによる乳がん細胞の細胞運動
性亢進に，亜鉛ならびに亜鉛トランスポーターに
よる制御が重要な役割を果たすことを明らかにし
た．
Artemisinin: a natural product for ﬁghting against 
cancer.
Takatani-Nakase T.,
Nihon Yakurigaku Zasshi. 143, 61-64 （2014）．
　漢方由来成分の効果を最大限に発揮するため，
薬剤学的手法を駆使して，伝統医薬アルテミシニ
ンのがん治療への応用を示した．
トランスポーターと疾患研究の最前線 乳癌細胞
の悪性化進展における亜鉛トランスポーターの役
割 .
中瀬朋夏，髙橋幸一
別冊医学のあゆみ，245 64-68 （2014）
　乳がんにおける亜鉛ならびに亜鉛トランスポー
ターの役割を詳細に概説した．
薬理学を学び，いかにして社会に貢献できるの
か？
中村一基
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日本薬理学雑誌，144，49（2014）
　日本薬理学会会員である若手薬理学研究者や医
療現場の薬剤師に対して研究の心構え，海外留学
の重要性などを提言した．
Anticancer and antimetastatic effects of cordyce-
pin, an active component of Cordyceps sinensis.
Nakamura,,K.,Shinozuka,,K. and Yoshikawa,N., 
J.Pharmacol.Sci., in press （2014）
　冬虫夏草の活性成分であるコーディセピンの抗
がん作用とがん転移抑制作用を筆者等の研究成果
を中心にして総説にまとめた．
ATPを介したクロストーク 血管系における ATP
を介したクロストーク．
篠塚和正，和久田浩一，鳥取部直子，中村一基
日薬理誌，143，283-288 （2014）
　血管内皮細胞から遊離された ATP は，ノルア
ドレナリン遊離調節および透過性調節に寄与する
事などを中心に ATP を介したクロストークにつ
いて紹介した．
Disturbance of vasodilation via protease-activated 
receptor 2 in SHRSP.Z-Leprfa/IzmDmcr rats with 
metabolic syndrome.
Kagota, S., Maruyama, K., Wakuda, H., McGuire, JJ., 
Yoshikawa, N., Nakamura, K. and Shinozuka, K.,
Vascul. Pharmacol., 63（1）, 46-54 （2014）
　生活習慣病では，プロテイナーゼ活性化型受容
体－2 を介する動脈拡張能は，一酸化窒素依存性
拡張機能が亢進することにより正常に保持されて
いることを示唆した．
Is hyperuricemia a risk factor for arteriosclerosis? 
Uric Acid and arteriosclerosis in apolipoprotein e-
deﬁcient mice.
Wakuda, H., Uchida, S., Ikeda, M., Tabuchi, M., Aka-
hoshi, Y., Shinozuka, K. and Yamada, S.,
Biol. Pharm. Bull., 37 （12）, 1866-1871 （2014）
　ApoE 欠損マウスにて，高尿酸は動脈硬化リス
クとならない事，またアロプリノールとベンズブ
ロマロンが動脈硬化リスクを低減させる可能性が
ある事を示した．
健康願望　サプリメントの効用
篠塚和正
『生活を科学する』（横川公子，瀬口和義編），光
生館，東京，64-75 （2014）
　健康食品に関わる現状分析を基に，健康食品の
有効性安全性を評価し，生活への応用法について
解説 .
Genetic polymorphisms in SLC23A2 as predictive 
biomarkers of severe  acute  toxicities after treat-
ment with a definitive 5-fluorouracil/ cisplatin-
based chemoradiotherapy in Japanese patients with 
esophageal squamous cell carcinoma.
Minegaki, T., Kuwahara, A., Yamamori, M., Nakamu-
ra, T., Okuno, T., Miki, I., 
Omatsu, H., Tamura, T., Hirai, M., Azuma, T., Sakae-
da, T. and Nishiguchi, K.,
Int. J. Med. Sci., 11, 321-326 （2014） 
　食道がん化学放射線療法において，SLC23A2
遺伝子型によって重篤な骨髄抑制および口内炎の
発症を予測できることを示唆した．
Serum lactate dehydrogenase levels as a predictive 
marker of oxaliplatin-induced hypersensitivity re-
actions in Japanese patients with advanced colorec-
tal cancer. 
Seki, K., Tsuduki, Y., Ioroi, T., Yamane, M., Yamauchi, 
H., Shiraishi, Y., Ogawa, T., 
Nakata, I., Nishiguchi, K., Matsubayashi, T., Takaku-
bo, Y., Yamamori, M., Kuwahara, A., Okamura, N. and 
Sakaeda, T.,
Int. J. Med. Sci., 11, 641-645 （2014）．
　大腸がん化学療法において，血清中の乳酸脱水
素酵素値によってオキサリプラチンによる過敏性
反応の発症を予測できることを示唆した．
接遇の基本
桒原晶子
『ファーマシューティカルケアのための医療コ
ミュニケーション』（日本ファーマシューティカ
ルコミュニケーション学会監修，後藤恵子，井手
口直子編），南山堂，57-62 （2014） 
　コミュニケーションの基礎のうち，接遇の基本
事項として挨拶，身だしなみ，言葉づかい，効果
的なスピーチについて概説した．
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本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
Methyl vinyl ketone, a toxic ingredient in cigarette 
smoke extract, modiﬁes glutathione in mouse mela-
noma cells.  
Horiyama, S., Takahashi, Y., Hatai, M., Honda, C., 
Suwa, K., Ichikawa, A., Yoshikawa, N., Nakamura, K., 
Kunitomo, M., Date, S., Masujima, T. and Takayama, 
M.,
Chem. Pharm. Bull., 62, 772-778 （2014）
　タバコ煙に含まれる毒性成分のうち，メチルビ
ニルケトンが細胞内抗酸化物質グルタチオンと容
易に反応し，その濃度を低下させることを LC/
MS を用いて明らかにした．
Down-regulation of aldo-keto reductase AKR1B10 
gene expression by a phorbol ester via the ERK/c-
Jun signaling pathway.
Nishinaka, T, Miura, T, Sakou, M, Hidaka, C, Sasaoka, 
C, Okamura, A, Okamoto, A. and Terada, T., 
Chem Biol Interact., in press, （2014） 
　アルドース還元酵素の類縁酵素である
AKR1B10 に関して，ホルボールエステルによる
ERK/c-Ju シグナルを介した転写制御活性の低下
を見出した．
Relief of cancer pain by glycine transporter inhibi-
tors.
Motoyama N, Morita K, Shiraishi S, Kitayama T, 
Kanematsu T, Uezono Y. and Dohi T.,
Anesth Analg., 119（4）, 988-995 （2014）
　我々の過去の研究では，グリシントランスポー
ター 2（GlyT2）を阻害することにより，坐骨神経
部分結紮法による神経障害性疼痛モデル動物の疼
痛を強力に抑制することが明らかになった．本研
究では，ガン性疼痛に関しても，GlyT2 機能抑制
の有効性を検討した．結果，GlyT を阻害するこ
とにより，ガン性疼痛を強力に抑制することが明
らかとなった．
Linguistic Dimensions of Hint Expressions in Sci-
ence and Engineering Research Presentations.  
Tojo, K, Hayashi, H. and Noguchi J., 
JACET International Convention Selected Papers, Vol. 
1, 131-163 （2014） 
　理系分野の学会発表や修論プレゼンティション
のコーパスを構築して，言語分析を行いました．
明らかになった表現パターンの特徴を定義し，解
説した．このような表現パターンを利用すること
によってわかりやすい学会発表などが準備できま
す．
Identifying Pedagogical Functions in University 
Science and Engineering Lectures. 
Kunioshi, N, Noguchi, J, Tojo, K. and Hayashi, H., 
New Perspectives in Science Education 3rd Edition. 
303-307 （2014）
　理系分野のアメリカの大学英語講義のデータを
利用し，コーパスとして利用できるインター
フェースを開発し，簡単に検索できるようにした．
このシステムを利用して，大学講義で使用される
レクチャーの構成をコーパスから分析して，教育
効果を高めるための表現方法をあきらかにした．
非英語母語話者の講師が講義するときに利用でき
るだけでなく，学生であれば，英語で講義を受け
る準備ができます．
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武庫川女子大学紀要投稿細則
平成 26 年 6 月 5 日　紀要検討委員会決定
Ⅰ　総　則
1 ．投稿資格　 　本紀要に投稿できるものは，委嘱を含む本学専任の教授，准教授，講師，助教，助手，
助手補，および副手とする．上記以外からの寄稿掲載は本委員会の審査の結果による．
ただし，本学専任講師以上との共同研究者を含むことはさしつかえない．
2 ．原稿内容　 　学術的研究領域における原著論文とする．ただし，価値ある調査報告および研究資料
はこの限りではない．また，抄録（和文）もあわせて巻末に掲載する．
3 ．著 作 権　 　掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属する．
4 ．用　　語　　日本語または英語とする．
5 ．編　　集
　　　　　　　ａ） 形態　　　人文・社会科学編および自然科学編として編集する．
　　　　　　　ｂ）  書式　　　人文・社会科学編は横書きを原則とし，紀要委員会が必要と認める場合
には縦書きも可とする．横書きは横一段として，縦書きは上下二段として組む．また，
自然科学編はすべて横書き，横二段として組む．
6 ．投　　稿　 　原稿はこの細則に従って，作成しなければならない．これに従っていない原稿は作成
のし直しを著者に求めることがある．投稿にあたっては，正副原稿（コピーでも可）各一
部を提出することとする．なお，写真はコピーとしないこと．原稿は，一編につき，刷
り上がり 9 頁以内とする．
7 ．審　　査　 　紀要委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は論
文の総合評価について，掲載の可否の判断及び審査意見を付する．論文の採否は査読者
の評価を参考に紀要委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，原則として認めない．
　　　　　　　ｃ） 別刷りは 50 部とする．これを超過する場合は研究費負担とする．
　　　　　　　ｄ） その他の必要事項は本委員会が定める．
　　　　　　　ｅ） この細則の改正は学部長会構成員，図書館長および紀要委員長からなる紀要検討委
員会の議を経たうえ，学長がこれを定める．
　　　　　　　ｆ） 紀要検討委員会の開催は，紀要委員長が発議し，学長がこれを招集する．
Ⅱ　原　稿
1 ．原　　稿
1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．
2）提出原稿は A 4 判で作成する．
3） 将来の完全写植式への経過処置として，当面は図や表の入るべき所を白抜きとし，図，表を別に添
付して提出することを認める．
4）原稿の第 1 頁は次の順に従って作成する．
i） まず，表題（表題は正確，かつ簡潔に論文内容を表すものであること．また，副題は行を改めて
書くこと），著者名（さらに行を改めて中央に書くこと），所属（学部，学科を，さらに行を改めて
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中央に書く）の順に書く．
ii） 和文原稿の場合，原則として，表題，著者名，所属は欧文を添える．
iii） 次に欧文要旨（200 語前後）を置き，次に，論文の原稿受付日，受理日を欧文で記載し，以下本文
を続ける．
iv） ただし，人文・社会科学編においては，欧文の表題・著者名・所属および欧文要旨は別紙（A4 判）
に作成し，本文の後ろに添える．
5）緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2  行取りとする．
6）原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i）和文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 46 字× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　ただし，縦書きが認められた場合　　 1 頁 32 字× 31 行　 2 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 22 字× 45 行　 2 段
ii） 欧文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 96 字前後× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 46 字前後× 45 行　 2 段
7） 和文原稿の場合，文章は原則として簡潔にし，常用漢字，ひらがな，新かなづかいを用いること，
外国語音訳，生物の和名等はカタカナを用い，外国人名，生物学名などは原綴りを用いる．
8） 脚注は，関係する本文中の語の右肩に＊，＊＊などをつけ，その頁の下に横線を引き，その下側に
挿入すること．行間は 1 スペースとする．
9）活字書体の指定は別添資料に従うこと．
2 ．図・表・写真
1）同じデータを図と表の両者で示すことは許されない．
2） 図，表およびそれらのタイトルならびにその説明文は，和文原稿においても，原則として欧文で書
くこと．
3） 写真は図として取り扱い，図（写真），表にはそれぞれ番号（Fig.1，Fig.2，Table 1，Table 2 など）と
見出しを記入すること．
4） 図の番号（Fig.1，Fig.2 など）および見出しは図の下方に，表の番号および見出しは表の上に記入す
ること．
5）式は，原則としてワープロを用いて印書すること．
6）図や表，写真など別添原稿にして提出する場合．
i）原稿（写真の場合台紙）は本文と同じく A4 に合わせること．
ii） 図は，印刷に直接使用できるよう，白紙又は青色方眼紙に墨書きとし，文字を活字で入れる場合は，
鉛筆書きで記入すること．
iii） 原図は 1 ／ 2 に縮尺されることを考慮して作図すること．なお他の縮尺を希望する場合はその仕
様を朱書きで明示すること．
7）写真は鮮明なるものとし，必ず台紙（A 4 ）に貼ること．
8）写真，図等を台紙に貼る時は，製版上必要な場合に簡単に剥がれるよう配慮すること．
9） 写真中の文字などは写真の上に薄紙をかけ，指定する位置，文字などを青鉛筆（または青インク）で
明示し，委員にその旨伝えること．
3 ．参考文献
1）雑誌および単行本の引用の仕方
i）本文中の各引用箇所には語句の右肩に 1），2）…の引用番号を付けること．
ii） 文献はこの引用番号の順に，論文末尾に一括すること．
iii） 参考（引用）文献の記入は次の順に従うこと．
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⒜　雑誌の場合
1 ．著者名，2 ．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4 ．ページ（始
め－終わり）， 5 ．発行年次
なお，号と発行年次には（　）をつける．
［例］3） Mukogawa, H., Nishinomiya, S. and Mukogawa, T., J. Biochem., 57, 456-461（1994）8）武
庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
⒝　単行本の場合
1 ．著者名， 2 ．書名（欧文書名はイタリック）， 3 ．発行所と発行場所（初版の場合は，第　
版は記さない）， 4 ．ページ（始め－終わり）， 5 ．発行年次（　）をつける．
［例］12） Epstein, E., Mineral Nutrition of Plant, John Wiley and Sons. Inc., New York, pp.187-205
（1986）
15） Geddes, R., in The Polysaccharides, ed. by Aspinall, G.O., Academic Press, London, vol. 3, 
pp.283-336（1985）
17）小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol. 1，pp.51-63（1987）
23）仁田　勇，X 線結晶，仁田　勇ら編，朝倉書店，東京，第 2 版．pp.937-954（1980）
2）文献には原則として，論文タイトルは付けないが，必要な場合はこの限りではない．
3）書物の書名は二重カギカッコを，論文タイトルは一重カギカッコをつけてもよい．
4） 自然科学編の投稿論文では，「ibid」や「同上」の省略形は用いず，所載誌（書）名を繰り返し記載する
こと．ただし，人文・社会科学編はこの限りではない．
［例］ 1） ヴァルデンフェルス，H.，（松山康国・川村永子訳）『絶対無』，法蔵館，京都，
pp.85-88（1986）
2）同上，p.121（1986）
3） 高橋　進「老・荘における自然」日本倫理学会・金子武蔵編『自然倫理学的考察』以文
社，東京，pp.104-106（1979）
4）中村　元『原始仏教の思想　上（』中村　元選集第 13 巻），春秋社，東京，pp.254-260
（1970）
5）前掲 1），pp.225-241（1986）
4 ．その他
1）本文原稿の各頁の下，中央部に，下記の要領で頁数（仮）を書き入れること．
　例）5 ／ 8（ 8 頁の原稿の 5 頁目）
　2）細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
　3） 原稿は正本一部，副本二部に USB メモリーまたは CD を添え，必要事項を記入した投稿申込書
とともに提出する．
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活字指定一覧表
和　文　論　文 欧　文　論　文
主　　　　題
副　　　　題
著　者　名
大　見　出（緒言など）
小　見　出
本文
本文中の欧語，数字
本文右肩へ添付の引用番号
本文 1，3-5）
受理年月日脚注題見出
文　献　欄
欧　文　項
　　主題
　　副題
　　著者名
　　本文（要約文）
図表の表題
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
12  P　太字体（ゴチック）
10.5  P　太字体
10  P　並体
10  P　Century
06  P　並体
08  P　並体
09  P　並体
　（欧文）
16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Gothic
10  P　Cent.
－－－
06  P　Cent.
08  P　Cent.
09  P　Cent.
　（和文）
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
10.5  P 並体
09  P　Cent.  Boldface
欧文人名
学名その他ラテン語
文献欄
　欧文雑誌及び書名
　雑誌の巻数（和欧とも）
頭のみ Cap. 後は小文字　Cent.（Rayan.R=Cap.）
Italic
Italic
Gothic
活字書体の指定（原稿に朱書きでアンダーライン）
　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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武庫川女子大学紀要第　　巻投稿申込書
紀要編集委員会殿
　　　　下記のとおり，紀要
人文・社会科学
自 然 科 学
編に投稿したいので申し込みます．（投稿する方に○印）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属（学科・研究室）　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　表題
　　　和文：
　　　欧文：
２　著者名（共同執筆の場合のみ。次頁に投稿者を含め全員記入）
３　用語（該当語に○印）　　　　　　　　　　　　　　和文　　　　　欧文
４　原稿枚数	 5　提出メディア
　　　合計　　　　　　　　　　枚 FD，CD　 	　　　　　	　　
　　　　　　内訳　 １）本文　　　　　　　　　　枚　　　　　　　　　　　　 USB，その他　  
　　　　　　　　　 ２）図　　　　　　　　　　　枚
　　　　　　　　　 ３）写真　　　　　　　　　　枚（台紙の枚数）
　　　　　　　　　 ４）表　　　　　　　　　　　枚
6　別刷り希望部数
　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　部
審査員承認
　 １）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　 ２）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 切り取り線 　　　　　　　　　　　　　　　　　 割印 	
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